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県内初 ！ 林業労働災害レスキュー訓練を開催しました

●詳細は5ページをご覧下さい。

訓練ふりかえりの意見交換 被災者の応急処置訓練

被災者の救出訓練 被災者の搬送訓練
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

県内初 ！ 林業労働災害レスキュー訓練を開催しました

　県林政部では、公共工事施工者の技術力に加え、創意工夫や地域
貢献活動などの取組みを奨励し、施工者の意欲の増進を図るととも
に、建設産業の社会的評価を高めるため、優良工事施工者表彰を実施
しています。
　今年度は、林政部が発注した工事のうち、令和２年度に完成した
187件の中から、林政部長表彰４件及び農林事務所長表彰８件を選定
し、令和３年10月27日（水）に、岐阜県水産会館において、林政部長
表彰受賞者を対象とした表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の建設業の模範として、より一層
ご活躍いただくことを期待しています。

令和３年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3195） 森林整備課整備係まで

○令和3年度林政部長表彰の受賞者

100年先の
森林づくり
シリーズ22

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～R3)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

　岐阜県では、地域における重要な森林整備の担い手である中小規模森林所有者の方が自ら行う森林の下刈りや間伐など
の森林整備や、森林整備と一体で行う作業路整備や獣害防除等の経費に対して補助金制度を設けています。また、個人林
家の方には、防護ズボンやヘルメットなどの安全装備品の購入経費も補助金の対象になります。
　補助金の要件等は下表をご覧ください。
　補助金の申請については、森林整備を実施される方が森林所在地の市町村窓口で手続きいただきます。
　なお、市町村によっては、追加の補助金制度を設けている場合もありますので、市町村の林務担当窓口へご相談ください。

自伐林家による森林整備への支援
◆生きた森林づくり　技術者及び担い手の育成確保

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

1月22日㈯
岐阜県
みどりの少年団
活動発表大会

●みどりの少年団が日頃の活動について発表します。モリ
ノスでの交流行事も計画しています。

●時　間：10:00～15:00（予定）
●参加の申し込みを受け付けています。

岐阜県立森林文化アカデミー森の情報セ
ンター、モリノス

（美濃市曽代）

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577
FAX：058-273-7547

1月
オンデマンド配信

岐阜から学ぶ
動物のいま
～野生動物管理の
視点から～

一般の県民を対象に、野生動物管理の専門家を講師として、
野生動物管理の現状や課題についてオンデマンド配信す
る。　
1月テーマ：ニホンザル

国立大学法人　東海国立大学機構
岐阜大学

（岐阜市柳戸1番1）

応用生物科学部付属
野生動物管理学研究センター 寄附講座
TEL/FAX 058-293-3416

森林・林業関係イベントカレンダー（1月）
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県内初 ！ 林業労働災害レスキュー訓練を開催しました

　県林政部では、公共工事施工者の技術力に加え、創意工夫や地域
貢献活動などの取組みを奨励し、施工者の意欲の増進を図るととも
に、建設産業の社会的評価を高めるため、優良工事施工者表彰を実施
しています。
　今年度は、林政部が発注した工事のうち、令和２年度に完成した
187件の中から、林政部長表彰４件及び農林事務所長表彰８件を選定
し、令和３年10月27日（水）に、岐阜県水産会館において、林政部長
表彰受賞者を対象とした表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の建設業の模範として、より一層
ご活躍いただくことを期待しています。

令和３年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3195） 森林整備課整備係まで

○令和3年度林政部長表彰の受賞者

100年先の
森林づくり
シリーズ22

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～R3)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

　岐阜県では、地域における重要な森林整備の担い手である中小規模森林所有者の方が自ら行う森林の下刈りや間伐など
の森林整備や、森林整備と一体で行う作業路整備や獣害防除等の経費に対して補助金制度を設けています。また、個人林
家の方には、防護ズボンやヘルメットなどの安全装備品の購入経費も補助金の対象になります。
　補助金の要件等は下表をご覧ください。
　補助金の申請については、森林整備を実施される方が森林所在地の市町村窓口で手続きいただきます。
　なお、市町村によっては、追加の補助金制度を設けている場合もありますので、市町村の林務担当窓口へご相談ください。

自伐林家による森林整備への支援
◆生きた森林づくり　技術者及び担い手の育成確保

受 賞 者 表　彰　対　象　工　事

中部興業㈱ 可治工第 3110 号　県単治山事業清水平工事 山腹工事（可茂農林事務所管内）

篠田㈱ 恵治工第 0105 号　公共　水源森林再生対策事業
前山地区（金山谷右岸）工事 山腹工事（恵那農林事務所管内）

金子工業㈱ 下治第３１０１号　公共　治山施設災害復旧事業
門洞地区工事 山腹工事（下呂農林事務所管内）

㈱清水組 飛治第０１１５号　県単治山工事（松尾２） 治山ダム工事（飛騨農林事務所管内）

項　目 内　　　容 備　　　考
事業名称 自伐林家型地域森林整備事業

事業主体 ・森林所有者
・森林所有者から委託を受けた者

対象要件 ・他の森林整備補助事業の対象とならない森林
・申請面積の合計が 0.1ha 以上　　他 森林経営計画を策定可能な森林は対象外です。

対象経費
・森林整備
・測量、調査等
・安全装備品

森林整備は森林環境保全整備事業実施要領（国の規定）
に準じた施業が対象です。それ以外の施業（広葉樹林
整備等）は、県への事前協議が必要になります。

補助率 森林整備　： 事業費の１/ ２（県費）
安全装備品： 購入費の１/ ２（県費）

事業費は、県が定める標準単価に事業量（施業面積等）
を乗じた額が上限です。
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

県内初 ！ 林業労働災害レスキュー訓練を開催しました

　県林政部では、公共工事施工者の技術力に加え、創意工夫や地域
貢献活動などの取組みを奨励し、施工者の意欲の増進を図るととも
に、建設産業の社会的評価を高めるため、優良工事施工者表彰を実施
しています。
　今年度は、林政部が発注した工事のうち、令和２年度に完成した
187件の中から、林政部長表彰４件及び農林事務所長表彰８件を選定
し、令和３年10月27日（水）に、岐阜県水産会館において、林政部長
表彰受賞者を対象とした表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の建設業の模範として、より一層
ご活躍いただくことを期待しています。

令和３年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3195） 森林整備課整備係まで

○令和3年度林政部長表彰の受賞者

100年先の
森林づくり
シリーズ22

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～R3)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

　岐阜県では、地域における重要な森林整備の担い手である中小規模森林所有者の方が自ら行う森林の下刈りや間伐など
の森林整備や、森林整備と一体で行う作業路整備や獣害防除等の経費に対して補助金制度を設けています。また、個人林
家の方には、防護ズボンやヘルメットなどの安全装備品の購入経費も補助金の対象になります。
　補助金の要件等は下表をご覧ください。
　補助金の申請については、森林整備を実施される方が森林所在地の市町村窓口で手続きいただきます。
　なお、市町村によっては、追加の補助金制度を設けている場合もありますので、市町村の林務担当窓口へご相談ください。

自伐林家による森林整備への支援
◆生きた森林づくり　技術者及び担い手の育成確保

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

1月22日㈯
岐阜県
みどりの少年団
活動発表大会

●みどりの少年団が日頃の活動について発表します。モリ
ノスでの交流行事も計画しています。

●時　間：10:00～15:00（予定）
●参加の申し込みを受け付けています。

岐阜県立森林文化アカデミー森の情報セ
ンター、モリノス

（美濃市曽代）

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577
FAX：058-273-7547

1月
オンデマンド配信

岐阜から学ぶ
動物のいま
～野生動物管理の
視点から～

一般の県民を対象に、野生動物管理の専門家を講師として、
野生動物管理の現状や課題についてオンデマンド配信す
る。　
1月テーマ：ニホンザル

国立大学法人　東海国立大学機構
岐阜大学

（岐阜市柳戸1番1）

応用生物科学部付属
野生動物管理学研究センター 寄附講座
TEL/FAX 058-293-3416

森林・林業関係イベントカレンダー（1月）
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森林文化アカデミーで実施した市町村職員研修

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3023） 林政課森林企画係まで

令和２年度森林環境譲与税を活用した
県による市町村支援について

　森林環境譲与税は、令和２年度に全国の地方公共団体に対し400億円譲与され、うち岐阜県には約2億円（県内の市町村に
は合計で約11億6千万円）が配分されました。本県では、この譲与税を活用して、税の趣旨に基づき市町村の森林整備の促進等
の支援を実施しましたので、その内容を一部ご紹介します。

　岐阜県における森林環境譲与税の使途をインターネットで公表しています。その他の事業内容や事業効果については、県ホー
ムページをご覧ください。
（県HP「森林環境税・森林環境譲与税」：https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html）

(※)森林経営管理制度：適切に管理されていない森林の所有者に対して市町村が森林経営の意向を調
査し、自ら経営管理できない場合は市町村へ森林の管理を委託していただく制度です。

◆新たな森林管理システム総合研修事業
全体事業費：11,615千円（岐阜県地域森林監理士養成研修等を含む）

事 業 概 要：森林管理における市町村の取り組みが期待されていますが、市町村のマンパワー不足や林業等に関する専
門的な知識が乏しいのが現状です。そこで、森林経営管理制度を運用するための知識を習得し、未整備森
林の解消に役立てていただくため、市町村の実務担当者等を対
象とした研修会を開催しました。研修は、森林経営管理制度の
概要など基礎的な内容から、講師に弁護士を招き法的な解釈の
理解を深める専門的な内容まで、延べ15回開催し、延べ202人
の市町村職員に受講していただきました。 

事 業 効 果 ：森林経営管理制度に基づき23市町が森林所有者へ意向調査
（2,447ha）を実施し、その内、5市（100ha）でこれまで適切に管
理されていなかった森林の整備が実施されました。

市町村による森林経営管理制度の取り組みをサポートする
「地域森林管理支援センター」を開設しました

　県では、これまで、森林経営管理制度※を担う市町村を支援するため、各農林事務所の林業普及指導員等が、市町村に対し、相
談対応や助言等を行ってきました。
　この度、森林経営管理制度の取り組みに対する更なる支援強化を目的として、市町村支援の総合窓口となる「地域森林管理支
援センター」を開設しましたので、ご紹介します。
※森林経営管理制度：適切に管理されていない森林の所有者に対して市町村が森林経営の意向を調査し、自ら経営管理できない場合は、市町村

　　　　　　　　　へ森林の管理を委託していただく制度です。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（３０２7）  林政課森林企画係まで

● 支援センターの概要
　当センターでは、業務受託者である岐阜県森林組合連合会が培った森林施業や森林
境界明確化、森林経営管理制度に基づく意向調査等、実務面での豊富な経験を活かし、
専従職員 1 名のほか相談内容に応じて各部門のエキスパートが、市町村による森林経
営管理制度の取り組みをサポートします。
　市町村の皆様、是非ともご活用くださるようお願いします。

● 主な業務
・ 森林経営管理制度に関する市町村の相談対応、巡回支援
・ 制度運用上の課題に関する弁護士等専門家による市町村相談会の開催
・ 市町村への岐阜県地域森林監理士の派遣に関する調整

● 開設場所　岐阜県森林組合連合会内
　　　　　　（岐阜市六条江東 2 丁目 5 番 6 号 ぎふ森林文化センター２階）
● 相談受付　午前 9 時から午後 5 時まで（土日祝日、年末年始を除く）
● 電話番号　058－201－5013（担当者：常富 覚（相談員））
● FAX番号　058－275－4398
● メ ー ル　f-shien@g-moriren.or.jp
● 運 営 者　岐阜県森林組合連合会（代表理事会長　洞口 博）

看板を設置する高井峰好 県林政部長（右）と
荻巣雅俊 地域森林管理支援センター長（左）
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、「
1
1
9
番

通
報
す
る
こ
と
で
消
防
機
関
が
始
動
す
る
。

先
ず
は
通
報
す
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
状

況
変
化
の
都
度
、
連
絡
を
入
れ
る
こ
と
で

救
急
隊
員
が
適
切
な
対
応
の
準
備
が
で
き

る
。」「
我
々
も
今
回
の
様
な
訓
練
を
続
け

て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
話
が
あ
り
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
の
あ
る
訓
練
が

実
施
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
消
防
の
管
轄
が
広
い
岐
阜
・

飛
騨
地
区
を
先
行
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
は
、
開
催
地
区
を
増
や
す
と

と
も
に
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
緊
急

時
の
対
応
強
化
と
林
業
関
係
者
の
安
全
意

識
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

【
森
林
整
備
課
　
担
い
手
企
画
係
】

状
況
を
再
現
し
、
そ
の
状
態
か
ら
周
囲
の

安
全
確
認
を
し
つ
つ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等

を
使
い
な
が
ら
被
災
者
を
安
全
に
救
出
し

ま
し
た
。

【
訓
練
③
：
身
動
き
で
き
な
い
被
災
者
の

搬
送
訓
練
】

　
被
災
者
が
一
人
で
動
け
な
い
場
合
を
想

定
し
、
そ
の
場
で
作
業
服
と
木
杭
で
作
っ

た
臨
時
の
担
架
を
用
い
る
な
ど
、
最
寄
り

の
林
道
ま
で
搬
送
し
ま
し
た
。

【
訓
練
④
：
切
傷
部
の
止
血
等
応
急
処
置

訓
練
、
持
参
救
急
箱
の
点
検
】

　
緊
急
車
両
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

自
分
達
で
出
来
る
止
血
方
法
や
骨
折
し
た

場
合
の
応
急
処
置
訓
練
を
行
う
と
と
も

に
、
持
参
し
た
救
急
箱
の
中
身
に
つ
い
て

消
防
署
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。①緊急通報訓練

②被災者の救出訓練③被災者の搬送訓練④被災者の応急処置訓練

意見交換会

去
る
10
月
6
日
（
水
）
に
は
高
山
市
国

府
町
金
桶
地
内
、
10
月
8
日
（
金
）
に
は

本
巣
市
根
尾
宇
津
志
地
内
の
山
林
に
お
い

て
県
内
で
初
と
な
る
「
林
業
労
働
災
害
レ

ス
キ
ュ
ー
訓
練
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
は
、
労
働
災

害
の
発
生
頻
度
が
最
も
高
い
林
業
に
お

い
て
、
奥
山
で
作
業
中
に
被
災
し
た
技
術

者
を
、
安
全
か
つ
迅
速
に
救
出
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
と
手
順
等
を
学
ぶ
も
の
で

す
。
当
日
は
、
消
防
署
職
員
に
よ
る
指
導

の
も
と
、
間
伐
作
業
を
想
定
し
た
現
場
で

実
践
的
な
４
つ
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

  

現
地
訓
練

現
地
訓
練

【
訓
練
①
：
緊
急
通
報
訓
練
】

　訓
練
会
場
か
ら
実
際
に
「
１
１
９
」
通

報
を
行
い
、
管
轄
の
消
防
本
部
通
信
指
令

室
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
質
問
に
答
え

な
が
ら
、
労
働
災
害
発
生
場
所
や
被
災
者

の
状
況
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

【
訓
練
②
：
倒
木
の
下
敷
き
か
ら
の
救
出

訓
練
】

レ
ス
キ
ュ
ー
マ
ネ
キ
ン
（
重
量
48
㎏
）

を
用
い
て
人
が
伐
倒
木
に
挟
ま
れ
て
い
る

  

訓
練
の
ふ
り
か
え
り

訓
練
の
ふ
り
か
え
り

現
地
訓
練
の
後
は
会
議
室
に
移
動
し
て
、

消
防
署
職
員
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
単
位
で
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森林文化アカデミーで実施した市町村職員研修

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3023） 林政課森林企画係まで

令和２年度森林環境譲与税を活用した
県による市町村支援について

　森林環境譲与税は、令和２年度に全国の地方公共団体に対し400億円譲与され、うち岐阜県には約2億円（県内の市町村に
は合計で約11億6千万円）が配分されました。本県では、この譲与税を活用して、税の趣旨に基づき市町村の森林整備の促進等
の支援を実施しましたので、その内容を一部ご紹介します。

　岐阜県における森林環境譲与税の使途をインターネットで公表しています。その他の事業内容や事業効果については、県ホー
ムページをご覧ください。
（県HP「森林環境税・森林環境譲与税」：https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html）

(※)森林経営管理制度：適切に管理されていない森林の所有者に対して市町村が森林経営の意向を調
査し、自ら経営管理できない場合は市町村へ森林の管理を委託していただく制度です。

◆新たな森林管理システム総合研修事業
全体事業費：11,615千円（岐阜県地域森林監理士養成研修等を含む）

事 業 概 要：森林管理における市町村の取り組みが期待されていますが、市町村のマンパワー不足や林業等に関する専
門的な知識が乏しいのが現状です。そこで、森林経営管理制度を運用するための知識を習得し、未整備森
林の解消に役立てていただくため、市町村の実務担当者等を対
象とした研修会を開催しました。研修は、森林経営管理制度の
概要など基礎的な内容から、講師に弁護士を招き法的な解釈の
理解を深める専門的な内容まで、延べ15回開催し、延べ202人
の市町村職員に受講していただきました。 

事 業 効 果 ：森林経営管理制度に基づき23市町が森林所有者へ意向調査
（2,447ha）を実施し、その内、5市（100ha）でこれまで適切に管
理されていなかった森林の整備が実施されました。

市町村による森林経営管理制度の取り組みをサポートする
「地域森林管理支援センター」を開設しました

　県では、これまで、森林経営管理制度※を担う市町村を支援するため、各農林事務所の林業普及指導員等が、市町村に対し、相
談対応や助言等を行ってきました。
　この度、森林経営管理制度の取り組みに対する更なる支援強化を目的として、市町村支援の総合窓口となる「地域森林管理支
援センター」を開設しましたので、ご紹介します。
※森林経営管理制度：適切に管理されていない森林の所有者に対して市町村が森林経営の意向を調査し、自ら経営管理できない場合は、市町村

　　　　　　　　　へ森林の管理を委託していただく制度です。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（３０２7）  林政課森林企画係まで

● 支援センターの概要
　当センターでは、業務受託者である岐阜県森林組合連合会が培った森林施業や森林
境界明確化、森林経営管理制度に基づく意向調査等、実務面での豊富な経験を活かし、
専従職員 1 名のほか相談内容に応じて各部門のエキスパートが、市町村による森林経
営管理制度の取り組みをサポートします。
　市町村の皆様、是非ともご活用くださるようお願いします。

● 主な業務
・ 森林経営管理制度に関する市町村の相談対応、巡回支援
・ 制度運用上の課題に関する弁護士等専門家による市町村相談会の開催
・ 市町村への岐阜県地域森林監理士の派遣に関する調整

● 開設場所　岐阜県森林組合連合会内
　　　　　　（岐阜市六条江東 2 丁目 5 番 6 号 ぎふ森林文化センター２階）
● 相談受付　午前 9 時から午後 5 時まで（土日祝日、年末年始を除く）
● 電話番号　058－201－5013（担当者：常富 覚（相談員））
● FAX番号　058－275－4398
● メ ー ル　f-shien@g-moriren.or.jp
● 運 営 者　岐阜県森林組合連合会（代表理事会長　洞口 博）

看板を設置する高井峰好 県林政部長（右）と
荻巣雅俊 地域森林管理支援センター長（左）

林
業
労
働
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練

　
　
　
　
　
　
を
初
開
催
し
ま
し
た
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　７月２日、散歩中にキリギリスを見つけた。しかも、きれいな
声で鳴くオスだ。チビちゃん（孫）たちにプレゼントしよう。喜
ぶだろう。その笑顔が目に浮かぶ。しかし、近づくだけで逃げ
られてしまう。手でとるのは難しいので、捕虫網を取りに自宅へ
戻った。これで再度挑戦。しかし、捕虫網でも採れない。すぐ
藪の中へ逃げ込むのだ。しかし、昆虫採集を始めてから6０数年、
時には虫採り名人と言われていた私。キリギリスに馬鹿にされて
いるようで、必死になって追いかけたが、やはり駄目。よく、虫
仲間では狙った虫が採れた時は「運がよかった」と言う。自分
はこの虫に「運がないのか」とあきらめかけた。しかし、そう
ではなかった。目の前へ飛び出してきたのである。すぐに捕虫
網でゲット。成虫になったばかりのオスであった。さらにこの「運」
は双子だったのか、数分後にもう一つの「運」。２匹目が採れた
のである。しかし、キリギリスではなくよく似ているヤブキリの
オスであった。この虫もきれいな声で鳴く。持ち帰ることにした。
これを孫たちが観察すれ
ば、この虫に興味がわい
てくるだろう。そうなれば
私のところへいろいろ聞き
に来るので、孫と話す機
会が増える。そんなことを
思うと、私自身が嬉しく
なってきた。

×　　×　　×　　×
　私がキリギリスを知ったのは小学５,６年生のころ。母の田舎へ
遊びに行ったとき、曾祖母が草の上にいる虫を指さして「ぎすちょ
ん虫」がいると言った。イナゴより大きな虫が「ギースチョン、ギー
スチョン」と鳴いていた。この鳴き声があちこちから聞こえ、合
唱のようであった。もう６０年以上前のことであるが、このこと
ははっきり覚えている。その後、この虫はキリギリスで「ギギギ
ギー、チョン」と鳴くことを知った。ヤブキリを知ったのは１０年後。
林業試験場で仕事を始めたころだ。ある人から、この虫の名前
を教えてくださいと相談があった。私は見るなり「キリギリス」
と答えた。するとその人は「鳴き声が違うのです」と言われた。
鳴き声は「ジージージージー」。確かに違う。調べてみたらヤブ
キリ。姿かたちは同じでも名前が違っていたのである。その後、
種名判定は慎重に行うようにした。このお陰で新種を見つけて
大喜びをしたこともある。しかし、少し前から小さなものは見づ
らくなった。目の老化だ。誰もがたどる道とは分かっていても、

悲しくなる。こんなことを思いながら、チビちゃんと飼育を始め
た。

×　　×　　×　　×
　虫かごは100円ショップの小さな容器。ここに１匹ずつ入れた。
餌はキュウリ、ナスなどの野菜と煮干し。これを孫たちが、毎
日与えた。孫たちはコロナで外で遊べないので、虫かごの虫を
時間をかけて観察していた。しばらくして小学4年のNちゃんが
「キリギリスが鳴きだしたよ。翅と腹を震わせると音が出てくる
けど、どうしてなの」。私は興味がでてきたのだと嬉しくなった。
こんなこともあった。キリギリスが鳴かなくなったので、孫たち
は、自分たちの好きなバナナ、カキ、ナシ、スイカ、ビスケッ
トなどを与えたらしい。しかし、ナシを少し口にしただけで、元
気がない。時期は８月中旬。私は寿命が来たのだと思った。屋
外でもほとんど鳴いていないからである。そんな時、娘が「こ
れはどうかな」とリンゴを与えた。すぐに飛びつき食べ始めた。
しかも数日後には大きな声で鳴きだしたのである。孫たちは「キ
リギリスが生き返った」と喜んでいた。しかし、なぜリンゴを食
べたら元気になったのか。私はこれが不思議だった。

×　　×　　×　　×
　その後もキリギリスは鳴き続け１０月になった。それでも元気
に鳴いている。しかし、野外ではヤブキリが鳴いているだけ。
なぜ、ここのキリギリスは長寿なのか。こんな疑問がわいてきた。
ある日私は娘に「なぜ、ここのキリギリスは長生きしているの
だろう」と話した。すると娘は「涼しいところで生活し、毎日
餌がもらえるからじゃない」。私は唖然とした。言われてみれば
そのとおりなのである。このことに気付かなかった私。情けな
くなった。夏の暑さはキリギリスにとって大敵。何日も続くと体
力が消耗し、餌がとれず餓死したり、病気で死亡するものが出
てくる。鳥やトカゲ、カエルなどの外敵の餌食になるし、大雨、
洪水、渇水など天候異変で死亡するものもいるだろう。しかし、
家はクーラーで涼しく、しかも食事つきの生活で、何の不安も
ない。このようなことで、野外のキリギリスはお盆が過ぎると
殆どが死んでしまう。と私は思っている。しかし、我が家のキリ
ギリスは長生きしても、狭い部屋に閉じ込められ窮屈な生活を
している。これで本当に幸せなのだろうか。こんなことを思う。
今日は１０月２5日、キリギリス、ヤブキリとも元気である。この
調子では12月になっても生きているかもしれない。しかし、原
稿締め切り日は明日。残念だがここでストップとしよう。

－ぎすちょん虫、キリギリス－ 【第365回】

▲キリギリスのオス

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

マンネンスギと　　
　　ヒカゲノカズラ
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　「
こ
れ
ス
ギ
で
す
か
」
郡
上
市
白
鳥

町
石
徹
白
で
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　「
そ
れ
は
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
で
、
冬
で

も
清
潔
感
あ
る
緑
色
を
し
て
い
る
た

め
、
昔
は
寿
司
ネ
タ
を
よ
り
美
味
し

そ
う
に
演
出
す
る
た
め
ネ
タ
ケ
ー
ス

に
入
れ
ら
れ
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
答

え
ま
し
た
。

　
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
（L

ycopodium
 

dendroideum

）
は
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ

ズ
ラ
属
の
常
緑
多
年
生
シ
ダ
植
物

で
、
学
名
は
長
ら
くLycopodium

 

obsurum
 

が
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
上
記
の
学
名
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
沖
縄
を
除
く
各
地
の
や

や
湿
っ
た
落
葉
広
葉
樹
林
下
に
生
育

し
、
茎
の
主
軸
を
地
中
に
匍
匐
さ
せ
、

直
立
茎
（
側
茎
）
を
地
上
に
立
ち
上

げ
て
分
岐
し
ま
す
。
和
名
の
由
来
は

ス
ギ
に
似
て
年
中
緑
色
で
あ
る
「
万

年
杉
」
に
由
来
し
、
外
見
か
ら
樹
枝

状
に
な
る
「
タ
チ
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
」
と
、

扇
状
に
な
る
「
ウ
チ
ワ
マ
ン
ネ
ン
ス

ギ
」
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
よ
っ

て
は
カ
ズ
ラ
と
か
、
マ
ン
ネ
ン
グ
サ

（
万
年
草
）、
タ
チ
ヒ
カ
ゲ
（
立
日
蔭
）

な
ど
の
別
名
で
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
属
名
に
も
な
っ
て
い
る
ヒ
カ
ゲ
ノ

カ
ズ
ラ（Lycopodiun clavatun 
）は
、

沖
縄
以
外
の
日
本
に
広
く
分
布
し
、

茎
は
地
上
を
這
う
匍
匐
枝
と
そ
こ
か

ら
直
立
す
る
直
立
茎
が
あ
り
、
所
々

で
根
を
出
し
て
広
が
っ
て
群
落
を
形

成
し
ま
す
。
和
名
は
「
日
陰
葛
」
で

す
が
、
実
際
に
は
日
当
た
り
が
良
い

尾
根
筋
や
谷
筋
の
鉱
物
質
土
壌
が
露

出
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
を
好
ん
で

　
珍
し
い
こ
と
に
、
石
徹
白
に
は
マ

ン
ネ
ン
ス
ギ
と
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ア

ス
ヒ
カ
ズ
ラ
の
3
種
が
混
生
す
る
場

所
が
あ
り
ま
し
た
。
日
当
た
り
の
良

い
山
地
の
地
上
に
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え
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。
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節
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ば
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。
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。
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　７月２日、散歩中にキリギリスを見つけた。しかも、きれいな
声で鳴くオスだ。チビちゃん（孫）たちにプレゼントしよう。喜
ぶだろう。その笑顔が目に浮かぶ。しかし、近づくだけで逃げ
られてしまう。手でとるのは難しいので、捕虫網を取りに自宅へ
戻った。これで再度挑戦。しかし、捕虫網でも採れない。すぐ
藪の中へ逃げ込むのだ。しかし、昆虫採集を始めてから6０数年、
時には虫採り名人と言われていた私。キリギリスに馬鹿にされて
いるようで、必死になって追いかけたが、やはり駄目。よく、虫
仲間では狙った虫が採れた時は「運がよかった」と言う。自分
はこの虫に「運がないのか」とあきらめかけた。しかし、そう
ではなかった。目の前へ飛び出してきたのである。すぐに捕虫
網でゲット。成虫になったばかりのオスであった。さらにこの「運」
は双子だったのか、数分後にもう一つの「運」。２匹目が採れた
のである。しかし、キリギリスではなくよく似ているヤブキリの
オスであった。この虫もきれいな声で鳴く。持ち帰ることにした。
これを孫たちが観察すれ
ば、この虫に興味がわい
てくるだろう。そうなれば
私のところへいろいろ聞き
に来るので、孫と話す機
会が増える。そんなことを
思うと、私自身が嬉しく
なってきた。

×　　×　　×　　×
　私がキリギリスを知ったのは小学５,６年生のころ。母の田舎へ
遊びに行ったとき、曾祖母が草の上にいる虫を指さして「ぎすちょ
ん虫」がいると言った。イナゴより大きな虫が「ギースチョン、ギー
スチョン」と鳴いていた。この鳴き声があちこちから聞こえ、合
唱のようであった。もう６０年以上前のことであるが、このこと
ははっきり覚えている。その後、この虫はキリギリスで「ギギギ
ギー、チョン」と鳴くことを知った。ヤブキリを知ったのは１０年後。
林業試験場で仕事を始めたころだ。ある人から、この虫の名前
を教えてくださいと相談があった。私は見るなり「キリギリス」
と答えた。するとその人は「鳴き声が違うのです」と言われた。
鳴き声は「ジージージージー」。確かに違う。調べてみたらヤブ
キリ。姿かたちは同じでも名前が違っていたのである。その後、
種名判定は慎重に行うようにした。このお陰で新種を見つけて
大喜びをしたこともある。しかし、少し前から小さなものは見づ
らくなった。目の老化だ。誰もがたどる道とは分かっていても、

悲しくなる。こんなことを思いながら、チビちゃんと飼育を始め
た。

×　　×　　×　　×
　虫かごは100円ショップの小さな容器。ここに１匹ずつ入れた。
餌はキュウリ、ナスなどの野菜と煮干し。これを孫たちが、毎
日与えた。孫たちはコロナで外で遊べないので、虫かごの虫を
時間をかけて観察していた。しばらくして小学4年のNちゃんが
「キリギリスが鳴きだしたよ。翅と腹を震わせると音が出てくる
けど、どうしてなの」。私は興味がでてきたのだと嬉しくなった。
こんなこともあった。キリギリスが鳴かなくなったので、孫たち
は、自分たちの好きなバナナ、カキ、ナシ、スイカ、ビスケッ
トなどを与えたらしい。しかし、ナシを少し口にしただけで、元
気がない。時期は８月中旬。私は寿命が来たのだと思った。屋
外でもほとんど鳴いていないからである。そんな時、娘が「こ
れはどうかな」とリンゴを与えた。すぐに飛びつき食べ始めた。
しかも数日後には大きな声で鳴きだしたのである。孫たちは「キ
リギリスが生き返った」と喜んでいた。しかし、なぜリンゴを食
べたら元気になったのか。私はこれが不思議だった。

×　　×　　×　　×
　その後もキリギリスは鳴き続け１０月になった。それでも元気
に鳴いている。しかし、野外ではヤブキリが鳴いているだけ。
なぜ、ここのキリギリスは長寿なのか。こんな疑問がわいてきた。
ある日私は娘に「なぜ、ここのキリギリスは長生きしているの
だろう」と話した。すると娘は「涼しいところで生活し、毎日
餌がもらえるからじゃない」。私は唖然とした。言われてみれば
そのとおりなのである。このことに気付かなかった私。情けな
くなった。夏の暑さはキリギリスにとって大敵。何日も続くと体
力が消耗し、餌がとれず餓死したり、病気で死亡するものが出
てくる。鳥やトカゲ、カエルなどの外敵の餌食になるし、大雨、
洪水、渇水など天候異変で死亡するものもいるだろう。しかし、
家はクーラーで涼しく、しかも食事つきの生活で、何の不安も
ない。このようなことで、野外のキリギリスはお盆が過ぎると
殆どが死んでしまう。と私は思っている。しかし、我が家のキリ
ギリスは長生きしても、狭い部屋に閉じ込められ窮屈な生活を
している。これで本当に幸せなのだろうか。こんなことを思う。
今日は１０月２5日、キリギリス、ヤブキリとも元気である。この
調子では12月になっても生きているかもしれない。しかし、原
稿締め切り日は明日。残念だがここでストップとしよう。

－ぎすちょん虫、キリギリス－ 【第365回】

▲キリギリスのオス

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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＜おまたせ！「赤ちゃんひろば」＞
　開館以来、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みて利用を見合
わせていた「赤ちゃんひろば」ですが、サーキュレーターや空気清浄
機を設置のうえ、7月上旬から人数制限（10人）を設けて利用を開始
しています。

　ここは、2歳未満のお子さんとその保護者専用のエリアです。異年
齢の子が時には走り回るにぎやかな木育ひろばと違い、適度な距離
間を保ちつつ、乳幼児とその保護者が落ち着いて楽しめる空間をつ
くりました。
　子どもたちは厚さ 30mm のスギの無垢板の床に手足を柔らかく
刺激されながらハイハイし、枝付きの80年生ヒノキを見上げながら
よちよち歩きます。

＜わらべうた産後ダンス～杉に囲まれて～＞
　１０月からは、赤ちゃんひろばを使って、月に１度「わらべうた産後ダンス」のメニューを開催しています。同じ子育て中の方
と一緒に、わらべうたに乗ってダンスをしながら、スギのやわらかなフローリングと木のおもちゃに囲まれた癒しの空間でリフレッ
シュしてもらう場を提供しています。
　まずは、床に車座で座り、おしゃべりです。講師は「木のたまご（木玉）」をバトン代わりに参加者に渡します。時に「木玉
は熱いですよ」「氷のように冷たいですよ」と変化を加えながら渡し、渡された方はそれに合わせたリアクションをしながら自己
紹介をして、お互いが打ち解けていきます。
　その後、抱っこひもで赤ちゃんを抱っこしながら９種類のダンスのステップを覚えていただきました。自分のペースで踊ってい
るうちに、普段使わないインナーマッスルが自然と鍛えられます。
　こうした機会を通じて、ぎふ木遊館のファン、ひいては暮らしの中での選択で木を選ぶ人が増えていくことを期待しています。

（4/29～5/6）について

日 に ち 令和４年１月２２日（土）、３月７日（月） 受講時間 10:00～16:00

会　　場 ぎふ木遊館　木工室　　　

通信

子育て仲間との出会いの場にもなります 意外といい運動になりますよ！ まあるいつみきminiを大事そうに抱える子。
手のひら、足のうらで木のぬくもりを。

ぎふ木育サポーター養成講座　参加者募集中
木のおもちゃや遊びを通したコミュニケーションやホスピタリティを楽しく学び、
「ぎふ木遊館」をはじめ各地の木育拠点や木育イベントでボランティアスタッフと
して活動したい方を対象にした講座を今年度は６回開催しています。森林・林業・
木材産業に携わる皆様にとっても、目からウロコの学びがあるかもしれません。
　今年度は残り２回となりましたのでご興味のある方はお申込みください。
※連続講座ではありません。各回１日の講座です。

詳しくはぎふ木遊館ホームページの「お知らせ」欄をご覧ください →

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹
介します！

今回は、“野生のきのこ”に関するプログラムです。毎年、１０月下旬から１１月上旬にかけて、岐阜県百年公園（関市内）と
ぎふ清流里山公園（美濃加茂市内）にて実施しています。

今回は、森林文化アカデミーと岐阜県博物館が連携して岐阜県百年公園で開催した「百年公園で秋を見つけよう」という
プログラムについてご紹介します。

この森の中で野生のきのこを探すプログラムは、とても人気が高く、今年もキャンセル待ちが出るほどでした。参加者
も、お子さんから年配の方まで幅広い世代の方に参加していただきました。

岐阜県博物館の土屋先生が“植物”、森林文化アカデミーの津田先生が“きのこ”の講師となり、森を散策しながら様々
な“秋”を見つけていきます。

今年は、９月に入ってから雨が少なく、林床が大変乾燥して、きのこの発生が例年に比べて少ない状況でした。
それでも参加された方々は、どんなきのこが見つかるか、ワクワクしながら、目を皿のようにして木の根元や林床を探し

ます。
朽ち木に生えるコフキサルノコシカケやマツオウジ、林床に半円状に広がるドクベニタケなど、次々に発見していきます。

そのたびに、講師がきのこの名前の同定、生育環境や特徴、毒をもっているなど解説していきます。
参加者の皆さんも興味津々です。
このほかにもクチベニタケ、オオワライタケ、チチタケ、ドクツルタケなど１５種類のきのこを観察することができました。
今回は、食べられないきのこが多数でしたが、きのこにはいろんな形があったり、きれいな色をしていたり、触ると胞子が

飛び出てきたり、野生きのこの観察は楽しいですね。
しかし、危険な毒きのこもたくさんあるので、くれぐれも注意して観察してください。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。新型コロナウイルス感染防止対策の状況により実施しない場合も
あります。

興味を持ってくださった方は、morinosのホームページ、YouTube動画をご覧ください。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定　休　日

▲ベニタケの仲間を発見

▲ベニタケの解説をする津田先生
▲ドクツルタケの仲間を観察

▲クチベニタケをつついて
　胞子が出る様子を観察
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【森林のたより編集担当】
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（海津市）
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（羽島市）

長良川鵜飼
（岐阜市）

大江川
（養老町）

長良川残照
（岐阜市）

生活環境保全林「日本ラインうぬまの森」
にある一里塚を知っていますか 山林協会通信②

　生活環境保全林「日本ラインうぬまの森」は、平成 4年度に県と各
務原市が整備した 66ha の保健休養の森です。（詳細は山林協会 HP
〈http://www.g-forestry.or.jp〉のデジタルアーカイブ内の森の楽園
シリーズ「日本ラインうぬまの森」をご覧下さい）
　ここには、旧中山道が通っており、旧中山道で 100 番目の一里塚
「うとう峠一里塚」があります。一里塚は、旅行者の目印に街道の一里
（約 4㎞）毎に設置した土を盛った上に樹木（榎、松等）を植えた塚で
す。　　

　上の写真の石畳部分が旧中山道で、正面の森に
入るとすぐに街道左側に下の写真の「うとう峠一
里塚」があります。一里塚を示す標柱（江戸時代に
はなかったと思いますが）と「市指定史跡旧中山道
うとう峠一里塚の歴史が書いてある説明板」があ
りました。興味のある方は一度現地を訪れて、皇女
和宮様も通った旧街道の往時に想いをはせてくだ
さい。

【山林協会　瀬上】

　10月９日、札幌市の北海道大学で開催された「全国緑の少年団活動発表大会」において、「みどりの奨励賞」に選ばれ
た恵那市立「中野方小学校みどりの少年団」の山崎絆利（やまざきばんり）さん、柘植暁登（つげあきと）さんが活動発表
を行いました。新型コロナウイルスの影響で参加が危ぶまれましたが、無事発表することができました。
　「中野方小学校みどりの少年団」は、平成28年に結成
し、５、６年生がみどりの少年団員となり、坂折棚田や広大
な森林などの豊かな自然を背景に、棚田での米作り、森の
健康診断や木の駅プロジェクトなどの森林・林業体験に加
え、バイオリン演奏にも取り組み、地域の人達の協力を得
ながら多様な活動を行っています。
　今回は、「学びたい、先人の思い！　守り続けたい、中野
方の自然！」をテーマに１年間の活動の様子を元気よく発表
しました。地域の人達が長い間守ってきた中野方の農・林
業や自然を団員みんなで学習・体験し、ふるさとを誇りに
思い、自分たちにできることを見つけ、次に繋げようとする
姿に会場からは大きな拍手をいただきました。
　翌10日の第44回全国育樹祭式典行事の「緑の贈呈」で
は、北海道の野幌小学校愛林少年団から「木育の玉手箱」
が贈られました。
　「中野方小学校みどりの少年団」の皆様が緑や自然、地
域を愛する人へ健やかに成長されることを願っています。

が全国緑の少年団活動発表大会で発表しました
中野方小学校みどりの少年団

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】

活動発表の様子 表彰（中央が中野方小学校）

中野方小学校みどりの少年団
（後藤校長　柘植くん　山崎くん）

全国育樹祭での緑の贈呈（木育の玉手箱)
中野方小学校（左） 額田中学校（右)
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な森林などの豊かな自然を背景に、棚田での米作り、森の
健康診断や木の駅プロジェクトなどの森林・林業体験に加
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が贈られました。
　「中野方小学校みどりの少年団」の皆様が緑や自然、地
域を愛する人へ健やかに成長されることを願っています。

が全国緑の少年団活動発表大会で発表しました
中野方小学校みどりの少年団
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寺尾小学校への環境出前講座
「山に実のなる木を植える」

「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。

●
設
立
年

　
・
昭
和
38
年

●
設
立
目
的

　
・
育
林
・
造
林
等
に
よ
る
森
林
保
育
事
業
、
森

林
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
、
自
然

環
境
教
育
及
び
普
及
事
業
等
を
行
い
、
自
然

と
人
が
共
生
で
き
る
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
、
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
森
林
を
育
む
技
術
の
習
得
と
実
践
及
び
林
業
経

営
の
改
善

　
・
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た

森
林
・
林
業
教
育
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
未
来
を
担
う
中
学
生
へ
の
森
林
環
境
教
育

●
事
業
内
容

　
・
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
木

を
育
て
、護
る
か
ら
使
う
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

①
木
を
学
ぶ
教
育

　座
学
・
木
と
山
の
お
話

　６
月

②
木
を
使
う
教
育

　木
の
町
・
付
知
町
の
文
化

で
あ
る
木
工
の
体
験

　７
月

③
木
を
育
て
る
教
育

　学
校
林
の
間
伐
育
林
体
験

　10
月

④
自
然
の
木
を
観
る
教
育

　裏
木
曽
ひ
の
き
備
林
の
見
学
体
験

　10
月

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
付
知
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
森
林
と
林
業
・
木
材
・
木
工
技

術
な
ど
地
域
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
授
業
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
学
習
「
付

知
を
知
る
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
・「
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地
域

貢
献
活
動
や
、
地
域
・
森
林
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
よ
り
、
希
薄
と
な
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

　
　
　T
E
L
：
０
５
７
３
―
８
３
―
０
０
１
８

付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

●
設
立
年

　
・
平
成
17
年

●
設
立
目
的

　
・
自
然
環
境
の
再
生
、
相
互
扶
助
社
会
の

構
築
及
び
地
域
社
会
の
構
築
の
た
め

に
、
全
て
の
人
に
対
し
て
森
林
整
備
や

生
活
支
援
、
安
全
活
動
な
ど
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
と
共
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
間
伐
事
業

　
・
地
域
振
興

　
・
環
境
教
育

　
・
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業

　
・
郷
土
史
跡
の
保
存
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・「
森
と
海
は
一
つ
」
新
し
い
森
づ
く
り
、

　
　川
づ
く
り

●
事
業
内
容

　
・
地
元
の
歴
史（
造
林
等
）に
つ
い
て
の
紙
芝

居
の
作
成

　
・
地
元
生
徒
へ
の
環
境
教
育

　
・
間
伐
、除
伐
、植
林

　
・
登
山
大
会
の
開
催

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
紙
芝
居
作
成

　講
演
３
回

　
・
森
林
整
備
0
・
6
ha
（
参
加
者
30
名
）

　
・
登
山
参
加
者 

50
名

●
そ
の
他

当
団
体
は
平
成
17
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

当
団
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
森
と
海
は
一
つ
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
市
武
芸
川
地
域
の
5
0
0
ha
の
森
林
の
間
伐
を
進
め
る
他
、

山
の
２
箇
所
の
巨
石
を
結
ぶ
山
林
遊
歩
道
の
整
備
、
寺
尾
小
学
校
へ
の
環
境
出

前
講
座
（「
山
に
実
の
な
る
木
を
植
え
る
」
等
）、
ソ
バ
の
栽
培
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
、
郷
土
史
跡
「
石
積
み
シ
シ
垣
」
の
保
存
活
動
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
自
然
、
生
活
共
生
会

　
担
当
：
井
上

　
　
　
T
E
L
：
０
９
０
―
６
０
９
９
―
５
４
１
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　自
然
、生
活
共
生
会

活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

「
町
の
木
と
人
で
新
し
い
役
場
を
つ
く
ろ
う
。」

白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
講
師
● 

松
井

　
匠
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寺尾小学校への環境出前講座
「山に実のなる木を植える」

「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」
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「
町
の
木
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同
基
準
で
判
断
さ
れ
木
造
で
も
基
準
を
ク

リ
ア
で
き
る
。

Q
、
耐
久
性
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
？

A
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
構
造
種
別
に
関
係
な

く
必
要
。
気
候
風
土
を
考
慮
し
た
設
計
に

よ
っ
て
、
維
持
管
理
し
や
す
く
長
寿
命
に

で
き
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
町
民
と
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
な
ど
、
負
担
で
は

な
く
庁
舎
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
る
楽
し
み

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

Q
、
材
料
を
準
備
で
き
る
の
？

A
、
可
能
。
白
川
町
で
あ
れ
ば
十
分
な
材
積

が
あ
る
。
調
達
期
間
を
考
慮
し
無
理
の
な

い
工
程
が
低
コ
ス
ト
化
に
。

Q
、
木
材
の
品
質
や
強
度
は
担
保
さ
れ
て
い

る
の
？

A
、
製
材
等
J
A
S
認
証
工
場
は
県
内
に
35

社（
う
ち
4
社
が
白
川
町
）、
ぎ
ふ
性
能
表

示
材
認
定
工
場
は
県
内
に
57
社
あ
り（
う

ち
4
社
が
白
川
町
）※
2
0
2
1
年
10
月

現
在

ま
と
め
る
と
、

・
白
川
町
新
庁
舎
は「
地
域
資
源
と
人
材
を
使

い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
木
造
は
他
構
造
と
比
べ
て
決
し
て
高
価
で

は
な
い
。

・
木
造
は
他
構
造
と
比
べ
て
性
能
が
劣
る
こ

と
は
な
い
。

・
白
川
町
は
木
材
利
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

極
め
て
高
い
の
で
木
造
庁
舎
建
設
は
十
分

に
可
能
。

こ
の
講
義
の
後
、
新
庁
舎
建
設
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
で
設
計
者
が
決
定
し
、
現

在
基
本
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
町
民
に
長

く
愛
さ
れ
る
木
造
庁
舎
に
な
る
こ
と
を
、
心

か
ら
願
っ
て
い
る
。

「
白
川
町
で
も
町
役
場
を
新
し
く
す
る
ん

で
す
よ
。
木
造
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
っ
て

思
っ
て
い
て
ね
。」

授
業
で
白
川
町
に
行
っ
た
と
き
に
、
町

の
人
と
そ
ん
な
話
を
し
て
い
た
。「
そ
う
で
す

ね
、
ぜ
ひ
木
造
庁
舎
に
し
た
い
で
す
ね
」と

意
気
投
合
し
て
い
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
新

庁
舎
を
木
造
化
す
る
た
め
の
専
門
的
知
見
を

講
義
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
は
白
川
町
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
当
時
の
町
長
を
含
め
た
管
理
職
に
、

木
造
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
、
疑
問
点
の
解

消
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
ん
な
話
を
し
た
。

【
白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ
】

１
、「
東
濃
ひ
の
き
の
町
」白
川
町
の
特
徴

・「
東
濃
桧
」の
生
産
地
で
優
良
な
桧
を
産

出
し
て
き
た
。

・
森
林
率
約
87‌

％
。
人
工
林
は
桧
が
主
体
。

町
の
木
は
桧
。

・
主
要
産
業
は
林
業
関
連
産
業
で
、
産
直

住
宅
建
築
に
関
わ
る
従
業
者
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

・「
東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同
組

合
」は
工
務
店
20
社
で
組
織
さ
れ
県
内

最
大
の
建
築
組
合
。
建
築
棟
数
も
最
大
。

・
三
川
地
区
の
林
業
団
地
に
は
、
白
川
町

森
林
組
合
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協

同
組
合（
原
木
市
場
）、
東
濃
ひ
の
き
製

品
流
通
協
同
組
合（
小
径
木
加
工
、
土

木
用
木
製
資
材
、
建
築
用
材
の
加
工
流

通
、
J
A
S
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）、

東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同
組

合
と
生
産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。

２
、
木
造
化
す
る
こ
と
の
意
義

①	

地
域
の
木
で
つ
く
る

庁
舎
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
。
地
域
の
木
で
つ

く
る
こ
と
で
長
く
愛
さ
れ
る
建
物
に
な

る
。

R
C
や
鉄
骨
は
町
外
か
ら
買
う
こ
と
に
な

る
が
、
木
造
に
す
れ
ば
構
造
材
を
町
内
に

発
注
で
き
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
林

業
の
健
全
化
に
貢
献
で
き
る
。

②
地
域
の
人
で
つ
く
る

地
場
の
建
設
業
者
に
中
大
規
模
木
造
建
築

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
。
若
手
大
工
の
育
成
に

寄
与
で
き
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ

る
優
れ
た
大
工
技
術
の
伝
承
に
貢
献
で
き

る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
町
外
に
発
注
せ
ざ
る

を
得
な
い
R
C
や
鉄
骨
と
違
い
、
木
造
で

あ
れ
ば
長
期
的
に
町
内
で
完
結
す
る
。

③
本
物
の
木
な
ら
で
は
の
魅
力

熱
を
伝
え
に
く
く
暖
か
い
手
触
り
。

衝
撃
を
吸
収
し
て
足
腰
へ
の
負
担
を
和
ら

げ
る
。

光
を
適
度
に
散
乱
し
目
に
自
然
な
感
じ
を

与
え
る
。

香
り
が
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
。

ダ
ニ
や
カ
ビ
の
繁
殖
を
抑
え
る
。

子
ど
も
の
教
育
の
場
で
心
身
の
健
康
に
好

影
響
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

④
環
境
に
配
慮

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
。

木
造
建
築
と
し
て
長
く
使
う
こ
と
は
、
炭

素
を
固
定
化
し
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
。

町
内
の
材
料
で
輸
送
時
C
O
2
排
出
を
大

幅
削
減
。

３
、
木
造
化
Q
&
A

　
　（
建
設
コ
ス
ト
の
比
較
な
ど
）

Q
、
木
造
だ
と
高
い
の
で
は
？

A
、
R
C
造
を「
木
質
化
」す
る
よ
り
、
初
め

か
ら「
木
造
」に
し
た
方
が
安
い
。
建
物
が

軽
い
た
め
地
盤
改
良
費
の
節
約
も
可
能
。

Q
、
地
震
や
火
事
に
弱
い
の
で
は
？

A
、
建
築
基
準
法
上
は
R
C
と
同
じ
。
防
火
・

耐
震
性
能
に
つ
い
て
は
、
木
造
も
R
C
も
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寺尾小学校への環境出前講座
「山に実のなる木を植える」

「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。

●
設
立
年

　
・
昭
和
38
年

●
設
立
目
的

　
・
育
林
・
造
林
等
に
よ
る
森
林
保
育
事
業
、
森

林
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
、
自
然

環
境
教
育
及
び
普
及
事
業
等
を
行
い
、
自
然

と
人
が
共
生
で
き
る
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
、
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
森
林
を
育
む
技
術
の
習
得
と
実
践
及
び
林
業
経

営
の
改
善

　
・
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た

森
林
・
林
業
教
育
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
未
来
を
担
う
中
学
生
へ
の
森
林
環
境
教
育

●
事
業
内
容

　
・
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
木

を
育
て
、護
る
か
ら
使
う
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

①
木
を
学
ぶ
教
育

　座
学
・
木
と
山
の
お
話

　６
月

②
木
を
使
う
教
育

　木
の
町
・
付
知
町
の
文
化

で
あ
る
木
工
の
体
験

　７
月

③
木
を
育
て
る
教
育

　学
校
林
の
間
伐
育
林
体
験

　10
月

④
自
然
の
木
を
観
る
教
育

　裏
木
曽
ひ
の
き
備
林
の
見
学
体
験

　10
月

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
付
知
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
森
林
と
林
業
・
木
材
・
木
工
技

術
な
ど
地
域
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
授
業
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
学
習
「
付

知
を
知
る
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
・「
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地
域

貢
献
活
動
や
、
地
域
・
森
林
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
よ
り
、
希
薄
と
な
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

　
　
　T
E
L
：
０
５
７
３
―
８
３
―
０
０
１
８

付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

●
設
立
年

　
・
平
成
17
年

●
設
立
目
的

　
・
自
然
環
境
の
再
生
、
相
互
扶
助
社
会
の

構
築
及
び
地
域
社
会
の
構
築
の
た
め

に
、
全
て
の
人
に
対
し
て
森
林
整
備
や

生
活
支
援
、
安
全
活
動
な
ど
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
と
共
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
間
伐
事
業

　
・
地
域
振
興

　
・
環
境
教
育

　
・
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業

　
・
郷
土
史
跡
の
保
存
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・「
森
と
海
は
一
つ
」
新
し
い
森
づ
く
り
、

　
　川
づ
く
り

●
事
業
内
容

　
・
地
元
の
歴
史（
造
林
等
）に
つ
い
て
の
紙
芝

居
の
作
成

　
・
地
元
生
徒
へ
の
環
境
教
育

　
・
間
伐
、除
伐
、植
林

　
・
登
山
大
会
の
開
催

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
紙
芝
居
作
成

　講
演
３
回

　
・
森
林
整
備
0
・
6
ha
（
参
加
者
30
名
）

　
・
登
山
参
加
者 

50
名

●
そ
の
他

当
団
体
は
平
成
17
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

当
団
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
森
と
海
は
一
つ
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
市
武
芸
川
地
域
の
5
0
0
ha
の
森
林
の
間
伐
を
進
め
る
他
、

山
の
２
箇
所
の
巨
石
を
結
ぶ
山
林
遊
歩
道
の
整
備
、
寺
尾
小
学
校
へ
の
環
境
出

前
講
座
（「
山
に
実
の
な
る
木
を
植
え
る
」
等
）、
ソ
バ
の
栽
培
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
、
郷
土
史
跡
「
石
積
み
シ
シ
垣
」
の
保
存
活
動
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
自
然
、
生
活
共
生
会

　
担
当
：
井
上

　
　
　
T
E
L
：
０
９
０
―
６
０
９
９
―
５
４
１
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　自
然
、生
活
共
生
会

活かす知恵

と を森林 人

107

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

「
町
の
木
と
人
で
新
し
い
役
場
を
つ
く
ろ
う
。」

白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
講
師
● 

松
井

　
匠
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

8
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

危険木の除去実施状況（高山市内）

バッファーゾーンの整備実施状況（関市内）

【恵みの森づくり推進課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472 恵みの森づくり推進課恵みの森づくり係まで

【事業内容】
　 里山林整備事業は、野生鳥獣による被害の軽
減など地域住民の生活環境の保全や、生物多様
性の保全を図るため、市町村や各種団体等が行
う、集落、農地等周辺の里山林整備の経費を支
援しています。

【事業実績】
　 令 和 ２ 年 度 は27の 市 町 村 に お い て、約
310haの森林整備等が進みました。特に、民家
や公共施設に倒れる恐れのある危険木の除去は
ニーズが高く、計画の1.5倍以上の箇所で実施し
ました。
　また、整備後の受益団体等へのアンケートで
は95％以上の方から、整備をして「よかった」「と
てもよかった」との回答を得ており、地域ニーズ
に応えた森林整備を実施することができました。

　里山林整備事業 ～集落、農地等周辺の里山林の整備を支援～

【実施状況】

整備前 整備後

整備前 整備後

内装木質化

　　　　　　　　　　　岐阜市村里町１５番地

木の香る
ぎふの施設

105

施設の経緯
　若葉第二幼稚園は、ホールを保育園と共有で使っていた
為、遊戯室棟を増築することにしました。園舎は木造で、床と
腰壁にも木材を使用しており、木に囲まれた空間で園児たち
は毎日学び、生活をしております。新たに増築する遊戯室も、
床と腰壁に木材を使用し、園舎と一体感を持たせた空間にし
よう、また、遊戯室内に柱のない大空間をつくり、室内どこか
らでも子供たちの姿がよく見える遊戯室を作ろうと考えて増
築しました。

　広々とした遊戯室のフローリングには１８ｍｍのヒノキ、腰壁
には１２ｍｍのスギを使用し、木に囲まれた明るくて温かみのあ
る空間です。

　遊戯室内は柱のない大空間であるため、園児たちが元気にい
きいきと遊んでいます。また発表会等の行事では室内のどこから
でも見てもらえます。

若葉第二幼稚園（遊戯室棟）

施設概要

事業主体 学校法人杉山学園

事業年度 令和２年度

構造
延床面積

鉄骨造　２階建て
520.54㎡（車庫部分除く）

施設用途 幼稚園

助 成 額 2,930千円

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　5.90㎥
ヒノキ、スギ

西美濃建築設計

154,000千円全体事業費

設 計 者

株式会社鷲見建設工業

令和２年８月から令和３年２月工　　期

施工業者

遊戯室全景

■問い合わせ先
　学校法人杉山学園
　ＴＥＬ ０５８-２７１-３６９６

ここに注目！！

利用者の様子

外観

卒園式

ハロークリス！（英語あそび）
緊急事態宣言中のため、動画配信サイトを通じて
遠隔レッスンを実施

ルナフェスティバル
（たなばたまつり
　兼なりまつり）

【令和２年度の事業実績一覧】
事業種別 事　業　量 森林・環境税（千円）

侵入竹の除去 0.53ha 244

不用木の除去 190.44ha 38,853

危険木の除去 11.76ha（66箇所) 131,418

バッファーゾーンの整備 92.66ha 63,912

放置竹林の整備 6.23ha 8,441

修景等の環境保全 8.06ha 1,911

森林地域外危険木の除去 3箇所 2,155

施設の整備 1箇所 5,192

既存施設の改修 6箇所 16,024

森林病害虫の防除 90.00m3 2,978

計 森林整備：309.68ha 271,127

(注）四捨五入の関係で、計と個々の森林・環境税の合計は合わない。
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う、集落、農地等周辺の里山林整備の経費を支
援しています。

【事業実績】
　 令 和 ２ 年 度 は27の 市 町 村 に お い て、約
310haの森林整備等が進みました。特に、民家
や公共施設に倒れる恐れのある危険木の除去は
ニーズが高く、計画の1.5倍以上の箇所で実施し
ました。
　また、整備後の受益団体等へのアンケートで
は95％以上の方から、整備をして「よかった」「と
てもよかった」との回答を得ており、地域ニーズ
に応えた森林整備を実施することができました。

　里山林整備事業 ～集落、農地等周辺の里山林の整備を支援～

【実施状況】

整備前 整備後

整備前 整備後

内装木質化

　　　　　　　　　　　岐阜市村里町１５番地

木の香る
ぎふの施設

105

施設の経緯
　若葉第二幼稚園は、ホールを保育園と共有で使っていた
為、遊戯室棟を増築することにしました。園舎は木造で、床と
腰壁にも木材を使用しており、木に囲まれた空間で園児たち
は毎日学び、生活をしております。新たに増築する遊戯室も、
床と腰壁に木材を使用し、園舎と一体感を持たせた空間にし
よう、また、遊戯室内に柱のない大空間をつくり、室内どこか
らでも子供たちの姿がよく見える遊戯室を作ろうと考えて増
築しました。

　広々とした遊戯室のフローリングには１８ｍｍのヒノキ、腰壁
には１２ｍｍのスギを使用し、木に囲まれた明るくて温かみのあ
る空間です。

　遊戯室内は柱のない大空間であるため、園児たちが元気にい
きいきと遊んでいます。また発表会等の行事では室内のどこから
でも見てもらえます。

若葉第二幼稚園（遊戯室棟）

施設概要

事業主体 学校法人杉山学園

事業年度 令和２年度

構造
延床面積

鉄骨造　２階建て
520.54㎡（車庫部分除く）

施設用途 幼稚園

助 成 額 2,930千円

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　5.90㎥
ヒノキ、スギ

西美濃建築設計

154,000千円全体事業費

設 計 者

株式会社鷲見建設工業

令和２年８月から令和３年２月工　　期

施工業者

遊戯室全景

■問い合わせ先
　学校法人杉山学園
　ＴＥＬ ０５８-２７１-３６９６

ここに注目！！

利用者の様子

外観

卒園式

ハロークリス！（英語あそび）
緊急事態宣言中のため、動画配信サイトを通じて
遠隔レッスンを実施

ルナフェスティバル
（たなばたまつり
　兼なりまつり）
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
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ルナフェスティバル
（たなばたまつり
　兼なりまつり）

【令和２年度の事業実績一覧】
事業種別 事　業　量 森林・環境税（千円）

侵入竹の除去 0.53ha 244

不用木の除去 190.44ha 38,853

危険木の除去 11.76ha（66箇所) 131,418

バッファーゾーンの整備 92.66ha 63,912

放置竹林の整備 6.23ha 8,441

修景等の環境保全 8.06ha 1,911

森林地域外危険木の除去 3箇所 2,155

施設の整備 1箇所 5,192

既存施設の改修 6箇所 16,024

森林病害虫の防除 90.00m3 2,978

計 森林整備：309.68ha 271,127

(注）四捨五入の関係で、計と個々の森林・環境税の合計は合わない。
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■ 岐阜県森林組合連合会　荻巣 雅俊「事件は、現場で起きる？」

岐阜県森林組合連合会のお仕事
その3
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　皆さんは、平成２７年に岐阜県揖斐川町谷汲で行わ
れた全国育樹祭を覚えているでしょうか。今上天皇が
皇太子殿下のとき史上初めて「間伐のお手入れ」をされ
ました。皇太子殿下がスギの大木が倒れる瞬間に、感
嘆のお声を漏らされたことは広く知られています。これ
には、今だからお話しできるエピソードがあります。皇
太子殿下に間伐をしていただく要望は、開催が決まった
平成２5年から宮内庁にお願いし調整を続けておりまし
たが、開催１００日前になっても、よい返事をいただく
ことができませんでした。皇太子殿下に、刃物を持って
いただき、ヘルメットを被っていただくことは本当に難
しい。最後のお願いとして、宮内庁の担当の方に、谷
汲まで来ていただき、本番と同じ「間伐のお手入れ」を
実際にご覧いただきました。本番と同じ高さ・直径のス
ギの大木の倒れるさま、寸分たがわず切り倒す技を見
て、担当の方が「皇太子殿下にやっていただくべきであ
る。」そういう趣旨の言葉を述べられたことを今でも覚
えています。ほどなく、間伐OKのお許しがでました。
多くの関係者のご尽力で「間伐のお手入れ」は、実現し
たと思いますが、このエピソードもその一つであったと
思っています。木を伐るという所作は、日本人の心に響
く何かがあるようです。
　前置きが長くなりましたが、県森林組合連合会（以下、
県森連）には、木を伐るまでの段取りを仕事としてい
る部署があります。森林整備部（以下、整備部）です。
我が国の場合、木を伐採して搬出する場合、様々な手
続きが、必要になってきます。主な項目だけでも、所有
境界の確定、木の大き
さ・太さ等の調査、作
業する道の設計、行政
への伐採届 etc、これ
に行政等から補助を受
ける場合は、計画書や
申請書の作成等の事務
が加わります。これら
を、ていねいにサポートする（仕事の一部を代替する）
のが整備部の仕事です。
　これらの中でも、今後需要が高まると予想され、最
もやっかいな仕事が、所有境界の確定です。四半世紀
前に比べて「山の所有境界」がわからなくなったと誰も
が口をそろえます。境界の確定は、森林簿や登記情報
をもとに、森林所有者の立ち会いのもと境界を決めて
いきます。最近は、航空レーザー測量を活用して、樹種

の違いや林齢の違いを判別できるようになり境界の根
拠資料の精度が上がったと言われていますが、現場は
そう簡単ではありません。デジタルデータを駆使し境界
を想定した図面を現場で広げても、境界の杭を打つ場
所はなかなか定まらないのが現状です。整備部の熟練
担当者に言わせると、現場の木や石、先人が残した（素
人ではわからない）目印を頼りに、立ち合いの森林所
有者さんに境界を説明していくとのこと。熟練者ともな
ると山に入ると境界線が見えるというから驚きです。山
の境界の鑑定は、デジタル情報を駆使する能力と業務
経験を活かすアナログ的な能力の両方が必要なのです。
現在、山の境界に詳しい地元の方が少なくなっていくこ
とを考えると、森林経営管理制度の推進も含め持続的
な森林経営をしていくためには、施業を行う森林技術
者の確保・育成も必要ですが、「施業ができるように段
取りができる能力」をもつ技術者の育成・確保も必要
です。それを担うことのできる整備部の役割が、今後、
益々重要になってきます。
　このため、県森連では整備部を中心に、これらの能
力を評価できる免許・資格の取得にも力を入れています。
現在、測量士、技術士、
森林評価士、地籍総
合技術監理者等のべ
７３の免許・資格をの
べ４７０名が取得してい
ます。さらに整備部で
は、ドローンの撮影デー
タから木材の収穫や収
益を予想するモデル（３
Dモデル）の研究や路
網をパソコン上でシミュ
レーションして最適な
線形を導き出す研究等
ICTの活用も積極的に
進めています。
　最後に、県の第四期森林づくり基本計画骨子案を見
ると、森林経営計画認定面積や間伐実施面積等に野
心的な目標数字が並んでいます。その目標達成に向け、
中核的担い手として、日比野部長代理を中心に、最新
技術とこれまでに培った経験・知識を組み合わせ、「事
件は現場で起きている。（現場主義）」をモットーに、
挑戦を続けてまいります。

森林調査の様子

３Dモデル

路網シミュレーション
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の
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
も
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
無
垢
材
と
同
様
、
曲
げ

ヤ
ン
グ
係
数
が
高
い
ほ
ど
、
最
大
荷
重
か

ら
算
出
し
た
曲
げ
強
さ
が
高
く
な
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

曲
げ
強
さ
は
全
て
の
材
で
J
A
S
基
準

を
十
分
に
満
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
曲

げ
ヤ
ン
グ
係
数
に
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て
は
、
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部
の
材

で
J
A
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準
を
満
た
さ
な
い
も
の
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
試
験
で
は
、
節
な
ど
の
欠
点
か

ら
破
壊
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
構
成
材

料
を
選
別
す
る
こ
と
で
、
J
A
S
基
準
を

満
た
す
重
ね
材
を
製
造
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
実
施
し
た
曲
げ
試
験
は
、
試
験
体

数
が
少
な
い
た
め
、
さ
ら
に
試
作
品
を
作

成
し
、
強
度
試
験
を
行
い
、
強
度
性
能
の

信
頼
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を
高
め
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と
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J
A
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な
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究
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県
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す
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蓄
積
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
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。

は
じ
め
に

森
林
の
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よ
り
8
1
2
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に
て
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輸

入
材
や
集
成
材
横
架
材
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同
等
の
強
度
性

能
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持
ち
、
安
定
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給
可
能
な
横
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材
製

品
の
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接
着
重
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材
に
関

す
る
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究
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行
っ
て
い
る
こ
と
、
構
成
材
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キ
心
去
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の
製
材
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よ
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介
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去
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す
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中
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で
製
材
し
、
木
材
乾
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で
中
温
乾
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を

行
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。
乾
燥
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了
後
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で

動
的
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数
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た
わ
み
に
く
さ
の
指

標
の
一
つ
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を
測
定
し
、
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グ
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の

近
い
も
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組
み
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。
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。

曲
げ
試
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曲
げ
試
験
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写
真
2
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を
実
施
し
た
試

作
品
の
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
と
曲
げ
強
さ
の

関
係
を
図
1
に
示
し
ま
す
。
構
成
材
料
の

動
的
ヤ
ン
グ
係
数
が
高
い
ほ
ど
、
重
ね
材

写真 1　心去り正角3段接着重ね材

写真 2　曲げ試験の様子

図 1　試作品の強度性能の関係
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■ 岐阜県森林組合連合会　荻巣 雅俊「事件は、現場で起きる？」

岐阜県森林組合連合会のお仕事
その3

岐
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森
林
研
究
所
ま
で

ヒ
ノ
キ
心
去
り
正
角

　
　
３
段
接
着
重
ね
材
の
強
度
試
験
の
紹
介

　皆さんは、平成２７年に岐阜県揖斐川町谷汲で行わ
れた全国育樹祭を覚えているでしょうか。今上天皇が
皇太子殿下のとき史上初めて「間伐のお手入れ」をされ
ました。皇太子殿下がスギの大木が倒れる瞬間に、感
嘆のお声を漏らされたことは広く知られています。これ
には、今だからお話しできるエピソードがあります。皇
太子殿下に間伐をしていただく要望は、開催が決まった
平成２5年から宮内庁にお願いし調整を続けておりまし
たが、開催１００日前になっても、よい返事をいただく
ことができませんでした。皇太子殿下に、刃物を持って
いただき、ヘルメットを被っていただくことは本当に難
しい。最後のお願いとして、宮内庁の担当の方に、谷
汲まで来ていただき、本番と同じ「間伐のお手入れ」を
実際にご覧いただきました。本番と同じ高さ・直径のス
ギの大木の倒れるさま、寸分たがわず切り倒す技を見
て、担当の方が「皇太子殿下にやっていただくべきであ
る。」そういう趣旨の言葉を述べられたことを今でも覚
えています。ほどなく、間伐OKのお許しがでました。
多くの関係者のご尽力で「間伐のお手入れ」は、実現し
たと思いますが、このエピソードもその一つであったと
思っています。木を伐るという所作は、日本人の心に響
く何かがあるようです。
　前置きが長くなりましたが、県森林組合連合会（以下、
県森連）には、木を伐るまでの段取りを仕事としてい
る部署があります。森林整備部（以下、整備部）です。
我が国の場合、木を伐採して搬出する場合、様々な手
続きが、必要になってきます。主な項目だけでも、所有
境界の確定、木の大き
さ・太さ等の調査、作
業する道の設計、行政
への伐採届 etc、これ
に行政等から補助を受
ける場合は、計画書や
申請書の作成等の事務
が加わります。これら
を、ていねいにサポートする（仕事の一部を代替する）
のが整備部の仕事です。
　これらの中でも、今後需要が高まると予想され、最
もやっかいな仕事が、所有境界の確定です。四半世紀
前に比べて「山の所有境界」がわからなくなったと誰も
が口をそろえます。境界の確定は、森林簿や登記情報
をもとに、森林所有者の立ち会いのもと境界を決めて
いきます。最近は、航空レーザー測量を活用して、樹種

の違いや林齢の違いを判別できるようになり境界の根
拠資料の精度が上がったと言われていますが、現場は
そう簡単ではありません。デジタルデータを駆使し境界
を想定した図面を現場で広げても、境界の杭を打つ場
所はなかなか定まらないのが現状です。整備部の熟練
担当者に言わせると、現場の木や石、先人が残した（素
人ではわからない）目印を頼りに、立ち合いの森林所
有者さんに境界を説明していくとのこと。熟練者ともな
ると山に入ると境界線が見えるというから驚きです。山
の境界の鑑定は、デジタル情報を駆使する能力と業務
経験を活かすアナログ的な能力の両方が必要なのです。
現在、山の境界に詳しい地元の方が少なくなっていくこ
とを考えると、森林経営管理制度の推進も含め持続的
な森林経営をしていくためには、施業を行う森林技術
者の確保・育成も必要ですが、「施業ができるように段
取りができる能力」をもつ技術者の育成・確保も必要
です。それを担うことのできる整備部の役割が、今後、
益々重要になってきます。
　このため、県森連では整備部を中心に、これらの能
力を評価できる免許・資格の取得にも力を入れています。
現在、測量士、技術士、
森林評価士、地籍総
合技術監理者等のべ
７３の免許・資格をの
べ４７０名が取得してい
ます。さらに整備部で
は、ドローンの撮影デー
タから木材の収穫や収
益を予想するモデル（３
Dモデル）の研究や路
網をパソコン上でシミュ
レーションして最適な
線形を導き出す研究等
ICTの活用も積極的に
進めています。
　最後に、県の第四期森林づくり基本計画骨子案を見
ると、森林経営計画認定面積や間伐実施面積等に野
心的な目標数字が並んでいます。その目標達成に向け、
中核的担い手として、日比野部長代理を中心に、最新
技術とこれまでに培った経験・知識を組み合わせ、「事
件は現場で起きている。（現場主義）」をモットーに、
挑戦を続けてまいります。

森林調査の様子

３Dモデル

路網シミュレーション
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岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
昨
年
度

か
ら
労
働
強
度
の
軽
減
や
重
大
災
害
の

発
生
防
止
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
導
入
し
て
普
及

研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
機
器
の
研
修
は
す
で
に
行
っ
て
い

る
も
の
、
今
後
行
う
予
定
の
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
一

つ
に
ま
と
め
て
主
な
機
能
を
紹
介
し
、

見
た
人
が
さ
ら
に
深
く
内
容
を
知
り
た

い
場
合
は
個
別
に
紹
介
で
き
る
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
入
口
と
な
る
動
画

を
作
成
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
の
職
員
が
自

ら
出
演
、
編
集
を
行
っ
た
手
作
り
動
画

で
す
の
で
、
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
や
聞
き

取
り
に
く
い
表
現
、
簡
単
な
編
集
し
か

で
き
な
い
点
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

動
画
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
公

式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開

中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紹
介
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
（
地
上

レ
ー
ザ
計
測
器
Ｏ
Ｗ
Ｌ
）

②
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
測
量

③
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器

④
携
帯
電
波
の
通
信
圏
外
で
も
通
信
を

可
能
と
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
機
器

⑤
ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

⑥
伐
木
技
術
教
育
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー

⑦
現
場
で
地
形
情
報
な
ど
を
確
認
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
地
図

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 
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■岐阜農林事務所　吉田 宗平

岐阜地域における早生樹
　　　育成に向けた取組みについて

■ 

動
画
の
ア
ド
レ
ス

　

https://youtu.be/w
D
i0FniH

ljA（サンプル）

動画はこちらから
ご覧いただけます。

 

山
県
岩
試
験
地

　
　
　
　（岐
阜
市
）に
つ
い
て

早
生
樹
の
岐
阜
県
へ
の
導
入
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
、
岐
阜
県
森
林
技
術
開

発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
県
が
、

令
和
元
年
12
月
に
岐
阜
市
山
県
岩
地
内
の

山
林
に
、
セ
ン
ダ
ン
及
び
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

を
植
栽
し
ま
し
た
。
面
積
お
よ
そ
０
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
セ
ン
ダ
ン
を
約
１
０
０

本
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
約
１
１
３
０
本
植

え
、
獣
害
防
止
の
た
め
の
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー（
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｘ
及
び
サ
プ
リ
ガ
ー
ド
）

も
併
せ
て
設
置
し
ま
し
た
。

で
は
30
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
暖
地
の

海
岸
近
く
に
自
生
し
、
街
路
樹
や
公
園
な

ど
で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

木
材
は
ケ
ヤ
キ
の
代
替
材
と
し
て
、
加

工
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
に
も
優
れ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
ヒ
ノ
キ
科
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
属
の
常
緑
高
木
の
針
葉
樹
で
す
。
高

さ
は
大
き
い
も
の
で
は
30
メ
ー
ト
ル
、
太

さ
は
直
径
１
メ
ー
ト
ル
に
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
中
国
原
産
と
さ
れ
、
中
国
や
台

湾
な
ど
で
は
主
要
な
造
林
樹
種
と
な
っ
て

お
り
、
木
材
は
建
築
用
材
な
ど
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
江
戸

時
代
に
渡
来
し
、
暖
地
に
よ
く
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
岐
阜
県
内
で
も
公
園
や
寺
社

な
ど
に
単
木
的
に
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
は
材
質
試
験
で
ヒ
ノ
キ
と
同
等
の

値
を
示
す
と
の
報
告
が
あ
る
ほ
か
、
強
い

萌
芽
再
生
力
な
ど
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

に
も
つ
な
が
る
樹
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 ▲センダン

▲山県岩試験地 ▲コウヨウザン

戦
後
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な

収
穫
期
を
迎
え
、
今
後
岐
阜
県
に
お
い
て

も
主
伐
が
進
ん
で
い
く
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
森
林
資
源
を
持
続
的
に
確
保
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
主
伐
後
の
再
造
林
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
造

林
に
お
い
て
、
初
期
作
業
で
あ
る
植
栽
や

下
刈
り
は
多
額
の
費
用
を
要
し
、
こ
の
費

用
の
回
収
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
が
長

い
こ
と
が
、
森
林
所
有
者
が
主
伐
後
の
再

造
林
に
取
り
組
み
に
く
く
な
る
要
因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
20
～
30
年
と
い
う
比
較

的
短
い
期
間
で
木
材
と
し
て
の
利
用
が

可
能
に
な
る
と
い
う
セ
ン
ダ
ン
や
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
等
の
早
生
樹
が
、
造
林
樹
種
の

選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。

林
野
庁
で
も
令
和
２
年
に
、
主
に
西
日

本
に
お
い
て
植
栽
さ
れ
た
早
生
樹
の
栽

培
技
術
に
関
す
る
情
報
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

岐
阜
県
に
お
い
て
も
早
生
樹
の
活
用
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
た
め
に
県

内
各
地
に
試
験
的
に
早
生
樹
を
植
栽
し
、

生
育
状
況
等
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
岐
阜
地
域
に
お
け
る
早
生
樹
育

成
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

 

早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
、

　

 

　コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）に
つ
い
て

セ
ン
ダ
ン
は
セ
ン
ダ
ン
科
セ
ン
ダ
ン
属

の
落
葉
高
木
の
広
葉
樹
で
す
。
高
さ
は
お

よ
そ
５
～
15
メ
ー
ト
ル
で
、
大
き
い
も
の
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動画はこちらから
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早
生
樹
と
し
て
の
早
い
初
期
成
長
を
期

待
す
る
場
合
に
は
、
植
栽
す
る
場
所
の
日

当
た
り
な
ど
の
生
育
環
境
に
つ
い
て
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

今
後
に
つ
い
て

市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
造
林
樹
種
と

し
て
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
が
記
載
さ
れ
ま
し
た

が
、実
際
に
見
た
こ
と
が
な
い
人
も
お
り
、

今
回
の
見
学
会
を
参
考
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
再
造
林
の
推
進

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

早
生
樹
現
地
見
学
会
の
開
催

植
栽
か
ら
１
年
半
以
上
経
過
し
た
早
生

樹
の
生
育
状
況
を
見
学
し
な
が
ら
、
岐
阜

地
域
で
の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
た
め
、
早
生
樹
現
地
見
学
会
を
10

月
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

見
学
会
に
は
、
岐
阜
農
林
事
務
所
管
内

の
み
な
ら
ず
近
隣
の
地
域
か
ら
、
林
業
事

業
体
や
行
政
関
係
者
な
ど
16
人
に
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
森
林

研
究
所
の
宇
敷
研
究
員
、
渡
邉
専
門
研
究

員
に
、
植
栽
地
を
周
り
な
が
ら
、
セ
ン
ダ

ン
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
特
性
、成
長
状
況
、

施
業
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

植
栽
さ
れ
た
セ
ン
ダ
ン
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
の
中
に
は
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
越
え

て
成
長
し
、
葉
を
広
げ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

▲早生樹現地見学会
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
―
2
1
4
―
7
4
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　
岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
昨
年
度

か
ら
労
働
強
度
の
軽
減
や
重
大
災
害
の

発
生
防
止
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
導
入
し
て
普
及

研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
機
器
の
研
修
は
す
で
に
行
っ
て
い

る
も
の
、
今
後
行
う
予
定
の
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
一

つ
に
ま
と
め
て
主
な
機
能
を
紹
介
し
、

見
た
人
が
さ
ら
に
深
く
内
容
を
知
り
た

い
場
合
は
個
別
に
紹
介
で
き
る
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
入
口
と
な
る
動
画

を
作
成
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
の
職
員
が
自

ら
出
演
、
編
集
を
行
っ
た
手
作
り
動
画

で
す
の
で
、
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
や
聞
き

取
り
に
く
い
表
現
、
簡
単
な
編
集
し
か

で
き
な
い
点
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

動
画
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
公

式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開

中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紹
介
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
（
地
上

レ
ー
ザ
計
測
器
Ｏ
Ｗ
Ｌ
）

②
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
測
量

③
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器

④
携
帯
電
波
の
通
信
圏
外
で
も
通
信
を

可
能
と
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
機
器

⑤
ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

⑥
伐
木
技
術
教
育
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー

⑦
現
場
で
地
形
情
報
な
ど
を
確
認
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
地
図

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 
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林
業
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

　
　
　
　
紹
介
動
画
を
公
開
中
で
す

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

■岐阜農林事務所　吉田 宗平

岐阜地域における早生樹
　　　育成に向けた取組みについて

■ 

動
画
の
ア
ド
レ
ス

　

https://youtu.be/w
D
i0FniH

ljA（サンプル）

動画はこちらから
ご覧いただけます。

 

山
県
岩
試
験
地

　
　
　
　（岐
阜
市
）に
つ
い
て

早
生
樹
の
岐
阜
県
へ
の
導
入
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
、
岐
阜
県
森
林
技
術
開

発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
県
が
、

令
和
元
年
12
月
に
岐
阜
市
山
県
岩
地
内
の

山
林
に
、
セ
ン
ダ
ン
及
び
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

を
植
栽
し
ま
し
た
。
面
積
お
よ
そ
０
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
セ
ン
ダ
ン
を
約
１
０
０

本
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
約
１
１
３
０
本
植

え
、
獣
害
防
止
の
た
め
の
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー（
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｘ
及
び
サ
プ
リ
ガ
ー
ド
）

も
併
せ
て
設
置
し
ま
し
た
。

で
は
30
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
暖
地
の

海
岸
近
く
に
自
生
し
、
街
路
樹
や
公
園
な

ど
で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

木
材
は
ケ
ヤ
キ
の
代
替
材
と
し
て
、
加

工
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
に
も
優
れ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
ヒ
ノ
キ
科
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
属
の
常
緑
高
木
の
針
葉
樹
で
す
。
高

さ
は
大
き
い
も
の
で
は
30
メ
ー
ト
ル
、
太

さ
は
直
径
１
メ
ー
ト
ル
に
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
中
国
原
産
と
さ
れ
、
中
国
や
台

湾
な
ど
で
は
主
要
な
造
林
樹
種
と
な
っ
て

お
り
、
木
材
は
建
築
用
材
な
ど
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
江
戸

時
代
に
渡
来
し
、
暖
地
に
よ
く
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
岐
阜
県
内
で
も
公
園
や
寺
社

な
ど
に
単
木
的
に
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
は
材
質
試
験
で
ヒ
ノ
キ
と
同
等
の

値
を
示
す
と
の
報
告
が
あ
る
ほ
か
、
強
い

萌
芽
再
生
力
な
ど
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

に
も
つ
な
が
る
樹
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 ▲センダン

▲山県岩試験地 ▲コウヨウザン

戦
後
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な

収
穫
期
を
迎
え
、
今
後
岐
阜
県
に
お
い
て

も
主
伐
が
進
ん
で
い
く
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
森
林
資
源
を
持
続
的
に
確
保
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
主
伐
後
の
再
造
林
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
造

林
に
お
い
て
、
初
期
作
業
で
あ
る
植
栽
や

下
刈
り
は
多
額
の
費
用
を
要
し
、
こ
の
費

用
の
回
収
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
が
長

い
こ
と
が
、
森
林
所
有
者
が
主
伐
後
の
再

造
林
に
取
り
組
み
に
く
く
な
る
要
因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
20
～
30
年
と
い
う
比
較

的
短
い
期
間
で
木
材
と
し
て
の
利
用
が

可
能
に
な
る
と
い
う
セ
ン
ダ
ン
や
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
等
の
早
生
樹
が
、
造
林
樹
種
の

選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。

林
野
庁
で
も
令
和
２
年
に
、
主
に
西
日

本
に
お
い
て
植
栽
さ
れ
た
早
生
樹
の
栽

培
技
術
に
関
す
る
情
報
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

岐
阜
県
に
お
い
て
も
早
生
樹
の
活
用
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
た
め
に
県

内
各
地
に
試
験
的
に
早
生
樹
を
植
栽
し
、

生
育
状
況
等
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
岐
阜
地
域
に
お
け
る
早
生
樹
育

成
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

 

早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
、

　

 

　コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）に
つ
い
て

セ
ン
ダ
ン
は
セ
ン
ダ
ン
科
セ
ン
ダ
ン
属

の
落
葉
高
木
の
広
葉
樹
で
す
。
高
さ
は
お

よ
そ
５
～
15
メ
ー
ト
ル
で
、
大
き
い
も
の
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コラム 先日、岐阜市の柳ケ瀬商店街で開催されているサンデービルヂン
グマーケットに友人と買い物に行きました。サンデービルヂングマー
ケットは毎月第３日曜日に開催されており、ハンドメイドアクセサリー
やスイーツを購入することができるマーケットです。いつもはシャッ

ターが閉まっているお店が多い柳ケ瀬商店街ですが、サンデービルヂングマー
ケットの日は通路にたくさんの路面店が並び、買い物をするお客さんでにぎわっ
ています。

私は、ハンドメイドのリングが欲しくて買い物に出かけましたが、自宅を出たとき
からもともと自分がはめていたリングが全く抜けなくなり、消防署で切断してもら
うというとても貴重な経験をしました。それから抜けなくなるのが怖くて、結局リン
グの試着は一つもできませんでした。今後リングを買う時は慎重に吟味しようと
思います。

「森林のたより」編集委員　浅野 未来

地域の人

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（197）
●山のおじゃまむし（366）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（108）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（106）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

②「
平
湯
の
大
ネ
ズ
コ
」は
高
山
市
奥
飛
騨

温
泉
郷
の
平
湯
国
有
林
に
あ
り
、
幹
周

り
は
7
6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

は
23
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　
　
周
辺
は
天
然
林
で
ブ
ナ
、
モ
ミ
、
カ

ン
バ
な
ど
が
生
育
し
て
お
り
、
巨
樹
の

木
肌
は
赤
み
が
か
か
っ
た
茶
色
、
所
々

に
白
い
斑
点
が
見
ら
れ
、
根
元
に
は
大

き
な
コ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

③「
荘
川
の
ヒ
ノ
キ
」は
高
山
市
荘
川
町
の

軽
岡
国
有
林
に
あ
り
、
旧
国
道
1
5
8

号
線
新
軽
岡
峠
か
ら
国
有
林
林
道
を
約

2
㎞
経
た
林
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
幹

周
り
は
7
6
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹

高
は
24
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

7
月
号
で
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
の
巨

樹
・
巨
木
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
に
所
在

す
る
巨
樹
・
巨
木
を
紹
介
し
ま
す
。

①「
宮
の
大
イ
チ
イ
」は
高
山
市
一
之
宮

町
の
宮
国
有
林
に
あ
り
、
幹
周
り
は

6
9
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
は
25

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
　

　
　
周
辺
は
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
が
生
い
茂
る
天
然
林
の
中
に
生

育
し
て
お
り
、
2
千
年
の
刻
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
る
風
格
の
あ
る
樹
形
で
、
堂
々

と
し
た
幹
と
様
々
な
着
生
物
を
育
む
大

ら
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
天
候
や
道
路
情
報
等
を
確
認
し
、

十
分
な
装
備
で
の
入
林
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
入
林
届
等
の
諸
手
続
が
必
要
と

な
る
場
合
や
車
道
、
林
道
を
通
行
し
歩
道

等
を
歩
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

散
策
等
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
飛
騨
森

林
管
理
署
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
飛
騨
森
林
管
理
署
）

　
　
周
辺
は
ヒ
ノ
キ
、
ネ
ズ
コ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
大
径
木
が
混
生
し
て
い
て
、

巨
樹
の
根
が
地
表
か
ら
む
き
出
し
と
な

り
大
き
く
根
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

④「
荘
川
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
」は
高
山
市
荘
川

町
の
軽
岡
国
有
林
に
あ
り
、
③
の
ヒ
ノ

キ
と
は
約
40
ｍ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　
　
幹
周
り
は
6
2
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

樹
高
は
20
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
根
元

は
サ
サ
や
低
木
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
巨
木
は「
森
の
巨
人
た
ち
百

選
」に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
へ
の
入
山
に
あ
た
っ
て
は
、
登
山

と
同
様
自
己
責
任
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

▲宮の大イチイ

▲平湯の大ネズコ

▲荘川のヒノキ

▲荘川のヒメコマツ
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コラム 先日、岐阜市の柳ケ瀬商店街で開催されているサンデービルヂン
グマーケットに友人と買い物に行きました。サンデービルヂングマー
ケットは毎月第３日曜日に開催されており、ハンドメイドアクセサリー
やスイーツを購入することができるマーケットです。いつもはシャッ

ターが閉まっているお店が多い柳ケ瀬商店街ですが、サンデービルヂングマー
ケットの日は通路にたくさんの路面店が並び、買い物をするお客さんでにぎわっ
ています。

私は、ハンドメイドのリングが欲しくて買い物に出かけましたが、自宅を出たとき
からもともと自分がはめていたリングが全く抜けなくなり、消防署で切断してもら
うというとても貴重な経験をしました。それから抜けなくなるのが怖くて、結局リン
グの試着は一つもできませんでした。今後リングを買う時は慎重に吟味しようと
思います。

「森林のたより」編集委員　浅野 未来

地域の人

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（197）
●山のおじゃまむし（366）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（108）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（106）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

森林・林業関係イベントカレンダー（12～1月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月2日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:00～15:20
　　　　　　実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

12月8日㈬～
12月9日㈭

木材加工用機械作業
主任者技能講習

●講習時間　8日～9日　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

12月14日㈫
12月16日㈭
12月17日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　14日　学科　　  8:50～17:10
　　　　　　16日　学・実　13:20～16:30
　　　　　　17日　実技　　  8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

14 日（学科）・16 日（学・実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
17 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月13日㈭ 造林作業の指揮者等
安全衛生教育

●講習時間　8:50~16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月26日㈬～
1月27日㈭

リスクアセスメント
担当者安全衛生教育

●講習時間　26日　林業　　9:20~16:50
　　　　　　27日　製造業　9:20~16:50
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：12,000円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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コラム 先日、岐阜市の柳ケ瀬商店街で開催されているサンデービルヂン
グマーケットに友人と買い物に行きました。サンデービルヂングマー
ケットは毎月第３日曜日に開催されており、ハンドメイドアクセサリー
やスイーツを購入することができるマーケットです。いつもはシャッ

ターが閉まっているお店が多い柳ケ瀬商店街ですが、サンデービルヂングマー
ケットの日は通路にたくさんの路面店が並び、買い物をするお客さんでにぎわっ
ています。

私は、ハンドメイドのリングが欲しくて買い物に出かけましたが、自宅を出たとき
からもともと自分がはめていたリングが全く抜けなくなり、消防署で切断してもら
うというとても貴重な経験をしました。それから抜けなくなるのが怖くて、結局リン
グの試着は一つもできませんでした。今後リングを買う時は慎重に吟味しようと
思います。

「森林のたより」編集委員　浅野 未来

地域の人

イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（197）
●山のおじゃまむし（366）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（108）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（106）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

②「
平
湯
の
大
ネ
ズ
コ
」は
高
山
市
奥
飛
騨

温
泉
郷
の
平
湯
国
有
林
に
あ
り
、
幹
周

り
は
7
6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

は
23
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　
　
周
辺
は
天
然
林
で
ブ
ナ
、
モ
ミ
、
カ

ン
バ
な
ど
が
生
育
し
て
お
り
、
巨
樹
の

木
肌
は
赤
み
が
か
か
っ
た
茶
色
、
所
々

に
白
い
斑
点
が
見
ら
れ
、
根
元
に
は
大

き
な
コ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

③「
荘
川
の
ヒ
ノ
キ
」は
高
山
市
荘
川
町
の

軽
岡
国
有
林
に
あ
り
、
旧
国
道
1
5
8

号
線
新
軽
岡
峠
か
ら
国
有
林
林
道
を
約

2
㎞
経
た
林
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
幹

周
り
は
7
6
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹

高
は
24
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

7
月
号
で
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
の
巨

樹
・
巨
木
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
に
所
在

す
る
巨
樹
・
巨
木
を
紹
介
し
ま
す
。

①「
宮
の
大
イ
チ
イ
」は
高
山
市
一
之
宮

町
の
宮
国
有
林
に
あ
り
、
幹
周
り
は

6
9
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
は
25

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
　

　
　
周
辺
は
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
が
生
い
茂
る
天
然
林
の
中
に
生

育
し
て
お
り
、
2
千
年
の
刻
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
る
風
格
の
あ
る
樹
形
で
、
堂
々

と
し
た
幹
と
様
々
な
着
生
物
を
育
む
大

ら
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
天
候
や
道
路
情
報
等
を
確
認
し
、

十
分
な
装
備
で
の
入
林
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
入
林
届
等
の
諸
手
続
が
必
要
と

な
る
場
合
や
車
道
、
林
道
を
通
行
し
歩
道

等
を
歩
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

散
策
等
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
飛
騨
森

林
管
理
署
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
飛
騨
森
林
管
理
署
）

　
　
周
辺
は
ヒ
ノ
キ
、
ネ
ズ
コ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
大
径
木
が
混
生
し
て
い
て
、

巨
樹
の
根
が
地
表
か
ら
む
き
出
し
と
な

り
大
き
く
根
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

④「
荘
川
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
」は
高
山
市
荘
川

町
の
軽
岡
国
有
林
に
あ
り
、
③
の
ヒ
ノ

キ
と
は
約
40
ｍ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　
　
幹
周
り
は
6
2
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

樹
高
は
20
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
根
元

は
サ
サ
や
低
木
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
巨
木
は「
森
の
巨
人
た
ち
百

選
」に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
へ
の
入
山
に
あ
た
っ
て
は
、
登
山

と
同
様
自
己
責
任
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

▲宮の大イチイ

▲平湯の大ネズコ

▲荘川のヒノキ

▲荘川のヒメコマツ
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

市況

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

外材市況（10月期）
樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

367
378

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（10月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000
3000
4000
3000
3000
6000
3000
3000

100,000
100,000
150,000
140,000

　　  
180,000
161,000
158,000

→

→

→

→

→

→

→

105
105
105
120
120
120
105
120

105
30
105
120
120
120
105
120

１等
１等
特等
特等

特等
国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　前回に引き続き活発な入札、価格的には踊り場で、今後の展開に留意が必要。
各需要先は直近および冬季を見据えた在庫確保のため市況全般にわたり上げ
基調。スギ4ｍ中目、尺上　元木良材は応札多数、40cm上元木、2番選木は保
合。スギ並材3ｍ・4ｍ併せて非常に需要が高く強含み。3ｍ（16～22cm）直造材
が有利。スギ　ラミナ向け3ｍ・4ｍ材も併せて強気。ヒノキ並材、土台向け強含
み。 4ｍ中目（24～28cm）も入札旺盛。ヒノキ2.2m元木（26㎝上）、直小曲、継
続して需要大。合板向けは需要旺盛で在庫不足。特にスギ、ヒノキが在庫底付
き。製紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに在庫不足、需要高。（岐阜）
　ヒノキは高止まりで全般に横ばい。特に柱取りは引き合いが強い。スギ並材
は売りやすく大径材も売れ行きが好調。ヒメコマツ、アカマツ、カラマツは製材
用、合板用、土木用で買い気が旺盛。特にヒメコマツ、アカマツの5.6m（30cm
以上）が引き合いが強い。広葉樹は出材量が少ないが良材は応札旺盛。（飛騨）
　ヒノキ並材を中心に柱材の人気が集中し高値維持しており引き合いが強く依
然強保合。土台は保合。スギ並材は売りやすく大径材は売れ行き堅調も単価は
保合。全般的に、ヒノキ・スギ、並材（16～22㎝）は、応札旺盛にて保合。ヒノキ
元木　良材　2ｍ・3ｍ・4ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））には、応札旺盛
にて保合。ヒノキ並材3ｍ（16～28㎝）は、需要があり価格は強含保合。他の高
値　ナラ4ｍ×114ｃｍ＠211,900、トチ4ｍ×84ｃｍ＠510,000（東濃）

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

木材粉に圧力をかけてペレット状に押し出し成形した木質燃料。樹皮を除い
たホワイトペレット、樹皮を含めた全木ペレット、樹皮を主体としたバークペ
レットの３つがある。湿気や雨に弱く、保管時に上屋が必要。

木質ペレット

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1774回

11月2日

11月10日

第9回
ぎふ優良材展
11月11日

岐
阜
共
販
所

第1356回

飛
騨
共
販
所

す

　ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

19,800
－
－
－
－
－
－
－
－
－

18,000
36,000

－
30,000
43,000

－
－

26,000
31,000

240,000
－

20,000
42,000
48,000
44,000
67,000

－
46,000
83,000

－
－
－

17,000
16,000
17,800
17,500
16,000
－

31,200
26,500
30,000
24,500
23,000
－

15,000
15,000
14,500
33,000
29,000
28,000
30,000
36,000
14,000
15,000
22,000
15,000
15,500
15,500
14,500
32,000
29,000
27,000
10,000
28,000
27,000
32,000
5,000
6,000

第1688回

東
濃
共
販
所

木材市場

407
385～396

3,308
945

6,615
6,048

15,552
5,300
6,800

記念市（第9回ぎふ優良材展）を東濃林産物共販所で開催。
県内外の良材多数入荷により盛況な記念市となった。
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